















の特別支援学校在籍者数が 143,379 人であり，平成 29





























用者数は，2014 年で 88,360 人，2016 年で 139,718 人，
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(2) 第 3 版 S-M社会生活能力検査結果　
6 歳 4 月での検査結果（社会生活年齢）は，次のとお
りであった。
身辺自立　　：4 歳 8 月
移動　　　　：2 歳 7 月
作業　　　　：4 歳 4 月
意思交換　　：4 歳 11 月
集団参加　　：6 歳 0 月









－ 70 － － 71 －
手指の巧緻性に困難さのある児童に対するチーム支援のあり方
(3) 発達検査（ＪＭＡＰ等を参考に）結果























































































































































































































































































































































































た（図 4）。　（10 月 18 日以降，「太三角鉛筆を自分から
進んで準備して使用する」と継続して記録あり）
図 3　「丸いグリップ」を使用する対象児





ぞりプリント」に取り組むようになり（10 月 18 日の記
録より），回数を重ねると腕全体ではなく手首を使って
書く様子がみられるようになった（11 月 1 日の記録よ
り）。凹凸付きの枠線入り「波線・ジグザグ線プリント」
を導入することで，枠線や手元をしっかりと見ながら運
筆課題に取り組むようになった（11 月 28 日，12 月 2 日，































































































































－ 76 － － 77 －
手指の巧緻性に困難さのある児童に対するチーム支援のあり方
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